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海底の

金属鉱物

資源

～海底に存在する鉄マンガン金属塊～

最近の科学技術分野の進展は急速でこれまで実施困

難と考えられていた宇宙開発･地球内部探査･原子工ネ

ノレギｰの平和利用･海洋開発等各種の調査計画カ童立案

され実施されつつある.

海洋の開発･利用についてはドゴｰル(仏)大統領

雅昭和35年にケネディ(米)大統領カ溜和36年にそ

れぞれ国会でその重要性について演説しフランスで

は海洋開発委員会一→海洋評議会を設け昭和41年には

海洋技術研究のセンタｰとして海洋開発研究所を設立し

た.アメリカでは海洋調査機関間委員会(ICO)カミ

毎年海洋研究関係計画を策定し昭和41年には海洋資源

開発法を制定大統領府に副大統領を議長とする海洋資

源技術開発委員会を設け強力に海洋開発技術政策を進

めている.

ソ連では古くからオホ∴ック海･日本海･北部太平

洋において各種の調査を進め昭和32～33年には国際地

球観測年事業の一環として太平洋赤道域の調査を翌34

年にはインド洋の調査と広域に海洋資源を含めた各種

の海洋調査を推進昭和43年2月の新聞報道ではソ連最

高会議幹部会が

r沼海域の水深200mに至る大陸棚に存在する鉱物定着性の

生物資源等は領海外であってもソ連の主権に属する｣

とその絶対的権利の主張を公布したことをったえてい

る.わが国においては明治5年海軍水路寮が潮汐観

測や海図の出版をはじめてから海洋に関連した各種･

各分野に多くの調査研究が推進されわれわれの生活に

直接的･間接的に多大の貢献を示してきた.

昭和20年以降水産資源･海底鉱物資源の必要性カミ増

大するにつれ改めて海洋開発の重要性が認識され昭

丸山修同

和42年2月には佐藤総理大臣がジョンソン米国大統領

との共同声明の一部に

｢食糧源｡鉱物源として海洋の重要性が高まりつつあることを

認識し海洋資源利用のための調査および技術開発の分野で

日米両国の協力をいっそう拡大する手段を求めることに意見

の一致を見た｣

と明記し改めて海洋開発･利用の重要性を明示した.

このような状勢のうちに国内の各方面では盛んに海

洋開発に関する各種の検討カ三進められ海底鉱物資源の

一つとして深海底のマンガン塊の問題カ次きく着目さ

れるにいたった.この機会にさらにより多くの方々

カミ海底マンガン塊について実状を理解しより高度の検

討を進められることを希望しr海底マンガン塊の概要』

を紹介する.粧お国内でもこれまでに新野弘(水

産大学)･奈須紀幸(東京大学海洋研究所)･佐藤任弘

(海上保安庁水路部)の諸氏をはじめ多くの方々の海

底マニ■ガン塊に関する貴重た研究結果が公表されており

また現在も多くの検討が各方面で粗されていることをと

くに付記する.

分布瑠壊

海底に鉄マンガン酸化物カ淑女の形態を示して存在す

ることはチャレンジャｰ号(2300㌧)の海洋探検隊

(1872～1876)によって発見されその後の多くの調査

.で各海洋･海域に続々とその存在が確認されてきた.

鉄マンガン酸化物は海洋底上に粒状瘤状板状岩

石上に被覆状多孔質物に鉱染状サンゴと有機体の崩

壊物に章旗･充填状等の状態を示して存在しその分布

,は水深4000～6000㎜の間を最も普通の深度としマリア

､一ハウイ北方2,重00㎜(北緯40他'西経1鮒05')水深5,100mか

,､一ち繰取され大きいことで有名でHor三20nmduleと呼

総1浴㌶㌫1

撃､､･上面で1ま厚さが16cm下面部では約5㎜㎜あgた

丁止e㎜ineral】=e彗｡urceso{theseaより�
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ナ海溝では7700血の深海に本州南東の島棚上では114

mの浅海にも存在することが知られている.

これらの鉄マンガン酸化物の存在する地域は一般に

ゆるやかな堆積作用のもとに堆積すると考えられ褐色

粘土あるいは珪質妨泥とその堆積範囲に関連をもつ露

岩地域カ柱体となり少数例として急速な拝積環境と考

えられる石灰質沸泥･緑泥･火山質泥あるいはサンゴ砂

上への存在も知られる.とくに浅海域での鉄マンガン

酸化物の存在する環境はたとえ平均的な降下･沈殿作

用が急速であっても堆積作用がないかあるいは非常

にゆるやかな環境に限定されると考えられている.

形態

これまでに知られた鉄マンガン酸化物(塊状)の大き

さはフィリピン離島の東方約500㎞の海底から海底

電線敷設作業中に発見された重量850k9のものが最大と

なっている.一般には採取機器の性能上の影響もある

がこれまでに海底の岩石露頭からひきはカミした鉄マン

ガン酸化物の殻状タド皮は厚さカミ10cmを越えることはま

れで2㎝が普通である.厚板状のものは東太平洋

の一定の地域に通常的に存在し厚板状の火山灰あるい

は固まった堆積物の表面を鉄マンガン酸化物の外皮がお

おうものでその厚さ1大きさは一定でない.

.瘤･粒状のものは浮石や固結した堆積物のよう祖他

の物質カ茎部分的に変質した核として存在する場合が多く

外殻部の鉄マンガン酸化物中には核を取りかこむ重なり

が認められる.その大きさは径0.5～25㎝の間である

カミ核が狂いものあるいは核を持つが普通に大量に存

在するものを考えればその大きさは径3㎝内外となる.

外観

これら海底の鉄マンガン酸化物は一般に土黒色を星

フ回リダジャクソシビル(Jac如｡nvine)の東方工00マイル北緯

31.03'西径78.23'水深783mの海底写真である

海底に径2～6c㎜のマンガニ/塊が残され細粒石灰質堆横物の表面には

流紋が認められる(Themimra1祀gour㏄gofthe畠eaより)

するが鉄を多量に含む場合には赤褐色マンガンを多

量に含む場合には青黒色となる.

その光沢は多くは薄暗く鈍いがタヒチ北東方約400

㎞付近および合衆国東海岸B1荻ePlateau沖から産出

したものはガラスに似た光沢を示すものもあった.

硬さは一定でなくカルシウム炭酸塩の多いものは比

較的に硬く破砕することがむずかしくカルシウム炭

酸塩が2～3%より低いものは一般にもろく容易に破

砕できる.硬度を示すMohssca1eでは1～4の範囲

となり平均すると3ぐらいに衣る.これらの鉄マン

ガン酸化物は海底堆積物の柱状試料として採取した岩

芯中に含まれた鉄マンガン酸化物の比重を測定した結果

は2.4とたった.

構成鉱物

海底に沈積し賦存する鉄マンガン酸化物は非常に微

細な物質からなるためその構成鉱物の決定は顕微鏡下

では困難でほとんどがX線回折によって決定されてい

る.

一般に鉄マンガン酸化物中の鉄含有量がMnのそれ

より高い場合にはgOethite(針鉄鉱)が存在し鉄分が

少なくMn分が高い場合にはσMn02(ビルネサイト)

がおもな鉱物として存在する.現在鉄マンガン酸化

物は少なくとも3種類のマンガン酸化物の共生で抵り

たち｡pa1(蛋白石)9oethite(針鉄鉱)mti1e(金紅

石)anatase(鋭錐石)barite(重晶石)n㎝tronite

(ノントロナイト)等の珪酸とアルミナ鉱物の砕屑物か

ら在るといわれる.

マンガン鉱物の内部構造についてはBuser･G削tter

等カミ研究しており鉄マンガン酸化物の主要構成物とな

る3種の酸化マンガン鉱物についてはそれぞれ酸化度

が異なりその一つはσMnO･(ビルネサイト)他の

一憂

確灘二)穰鱗蟻榊60皿の海底表面におけるマンガン塊

この写真は硬く圏まったと思われ海底面上にマンガン塊がきわだった

形態で存在することが読み墾られ雄穂物が侵蝕扉■幟されマンガン塊

だけが残っているものと老兄られている

(The㎜…nera1祀sourcegofthegeaより)�
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第1図太平洋の海底面上での鉄マンガン酸化物分布擬況

鉄マンガン酸化物の表面濃集度を海底写真によりその地区を

おおう%として表現した

(M㎝ardlM町inegeologyofthepaci{icから引用)

2つは人工的なmanganite(水マンガン鉱)の内部構造

に似た二層構造を持つ新鉱物と考えている.この2新

鉱物はMn02の規則層とCo･Cu･Niやその他の金属

イオン･水などを含む不規則層とか交互に重なり合う点

を共通点とし基底面の格子間隔がそれぞれ異なるとし

ている.

賦存概況

海底の鉄マンガン酸化物の賦存状況を調べる方法の一

つに深海カメラがありその運用により海底表面部の

noduleやs1abの分布･濃集状態を的確に拍握するこ

とができる.海底表面部の写真によればmdu1eや

シャル離島周辺へと連放りその買方延長部はフィリピ

ン海を横切って延びることも考えられる卦

さらにもう1つの地域としては南西太平洋があげられ

る.その東端地区ではnoduleの分布密度が26～46%

を示しニュｰジｰランドの南方深海底にも高濃集地が

存在する.この南西太平洋の濃集地域は1.3×107k皿2

の広カミりを持つと見積もってもよい.

海底の試料を採取する方法のおもなものに曳航式試料

採取法(dredgesa岬1i㎎)と柱状試料採取法(core

sa皿p1ing)とがある.

曳航式試料採取法は試料採取籍(もucket)を海底上

のある距離をひきずり海底面の露岩1堆積物等の表面

部を試料として引きはがし採取する方法である.

この方法で採取した鉄マンガン酸化物の量から換算し

た分布密度とその付近の海底写真から算出した海底面

上の鉄マンガン酸化物の分布密度との関連性は写真か

らのものが実際の採取量からのものの50%内外となるの

常がである.この両者間の相異のおもな原因としては

曳航する止ucketが海底凸部の鉄マンガ1/酸化物の分

布密度の高い場所を選択的に採取することも考えられる

が他方海底写真にあらわれない鉄マンガン酸化物の

存在つまり微細なものあるいは埋もれた鉄マンガ

ン酸化物の存在も無視することはできない.

鉄マンガン酸化物が海底沈積物におおわれて存在する

ことを立証する方法には柱状試料採取法が適切である.

スクリップス(ScriPps)海洋研究所は鉄マンガン酸

化物の立体的の賦存状態を検討するために直径約5㎝･

長さ約1mの試料採取管を着けた重雄式柱状試料採取器

(gravitycoresa血p1er)を使い太平洋中の46地点で調

査を実施したカミその調査実験結果は下記のようにな

った.

⑥表面に存在するnodule(マンガン瘤)のために貫入しなか

形た地点ユ2

⑧買入し淀地魚(中計)34

⑧独ぷ曲か表種虹存在し淀地点(小計)艀

1蜘棚警秘義鰍破け葎在し淀地魚20

1狐繍泌カ蟻繭と讃繭下の両者終存在し花地点?

⑥鰍拙泌が表面腿葎荏せず表面下だ1判こ存襟し液地点7

⑥n拙泌が讃繭下溶存在し淀地点(小静)工遠

上記の繍果から鍛亨ンガン酸化物が海泣沈積物申紀包

蔵され花形態で存在するご当も明らがと溶りその存在

確率も上記の実験結果によれば海底表薗終鉄呼ンガン

酸化物を発兇する機会の約始の確率を期待で曹る曲

海底沈積物忙埋もれ化鉄呼ンガン酸化物の賦存地域を

これまでに実施された多数の地､無の海底写真1曳航式

試料採取1柱状試料採取勢の調査結果から考えると北�
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策1表太平洋･大西洋におけるマンガン瘤中の27元素含有撃(最高･最低･平均)

元素名

重量

太平洋(54試料平均)

最高1

最低1

平均

大西

洋(4試料平均)

最高1最低1

平均
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Co�2.3�0.01道�O.35�0.68�0.06�0.31

������������㌱���

�����㈸��㌉������㈰

Zn�0.08�0.04�0.047�一�`�■

Ca�O.O03�0.0002�0.001�一�■�一

卲����������������

変�〴�����〳㌉����估����

�����估��〶㌉�〶��〴��〵�

�����������������㌵

Ag�010006�■�O.OO032�一�`�一

B日�O.64�0.08�O.18�0.36�0.10�O.17

La�0.024�O.009�0.016�i�一�■

奢��〶��〰���〳��估��估��估�

����������������

L.O.I.田�39.O�15.5�25.8�30.O�17.5�23.8

ω本結果はX線発光分析法による

t21銀(平均)はδ試料から発見されたものの平均

･L.O.I.(強熱減鑑)は1時間1100.F

(Mero:Themi鵬ra1resou■ce昌｡f出egeaより引用)

酉太平洋および南東太平洋の2海域をあげることができ

る.

化学成分

第1表は太平洋と大西洋の広域的な堆積環境の把握

を目的として距離･間隔500～1000㎞と互いに遠く

はなれた54地点から採取した鉄マンガン酸化物の27元素

についてその最高･最低および平均含有(重量)パｰセ

ントを示したものである.

鉄マンガン酸化物中の重要な元素として本表に記載

しなかったものに酸素と炭素とがあり酸素は鉄マン

ガン酸化物中の約50%(重量)をしめることもあった.

本表によれば一般的存性質として海底の鉄マンガ

ン酸化物は鉄とマンガンの合計として約40%ニッケ

ルが約1%コバノレトと銅カミそれぞれO.5%内外ふく

まれそれぞれの構成比率が大きい数値範囲で変化する

ことがわかる.

太平津での鉄マンガン酸化物の分布概況

JOHNL.MELOは太平洋中の166地点

から採取した鉄マンガン酸化物について

16元素の含有状態を調べその地域的特性を

考察した(1960.1965).本項でその概要

を紹介する.彼は上記検討を実施するに

当って鉄マンガン酸化物の成分構成を均

質･公平な条件で対比するために16元素

の分析結果の内珪酸･アルミナ･水およ

び炭酸カルシウムがそれぞれ5%以上の

数値とたったものは混在した核または岩

屑物から供給された吟のと考え除外した

上で改めてMn･Fe･Co･Ni･Cu･Pb

の6成分の換算(含有)値を求め各種の検

討を行なった.

第2表は166地点の鉄マンガン酸化物の

16元素について柾された分析結果の中か

らとくに日本近海のものを記載したもの

で上記手法により求めた換算値は下段

に記載してある.

第3表はこれら換算値と換算値から求

めた構成比率をそれらの特性上から区分

しそれぞれについて統計的に示したもの

である.第2図は上記換算値から求めた

鉄マンガン酸化物の成分特性区分の太平洋

中での分布範囲を図示したものである.

この成分特性とその分布概要にろいて説明

すると下記と在る.

A地域(鉄商品位地域)

第2図中のA地域はMn/Fe此が一般に1より低いこ

とで格付けられるものでFe/co比は平均して他の地域よ

り高い.これらの性格に適合する地域は一般に大陸

に沿って存在し後記B･C地域にマンガン分を供給す

る海水がその前の段階としてこれらの地域に鉄を主体

とした堆積物をもたらしたと想定している.本地域の

マンガン瘤の平均品位は換算数値上鉄28.3%･マンガ

ン21.7%･コバルトO.35%･ニッケノレ0.46%･銅

0.3晩･鉛0.21%となる.

巫地域(マンガン高品位地域)

第2図中のB地域はMn/Fe比カミ12～60平均6oと非

常に高い地域で南北両アメリカ大陸の西海岸近くに3

地域として存在する.最も北に位置するのはカリフォ

ノレニア湾とその周辺で南方の2地域は南緯10｡と30｡

を中心とする地域である.

B地域の鉄マンガン酸化物は換算数値としてMn49.8�



第2表太平洋産鉄マ:■ガン酸化物の分析結果と換算値(とくに回本近海のもの)(M駅0:THEMINERALR鵬0URCESOFTHESEAから引用)

試料番号

操取/簑簑

水深m

底質

採取法

直径｡㎜

比重

分析部分

噩琳�　

N似｡28'

】≡:ユ70015'

�㈵�

火山岩

トロ1ル

?一13

外側エ｡m

J抑皿一8

�〰㈹�

Eユ72033'

�㈵　

褐色粘土

柱状

��

全体

���

N34η3'

E工39005'

㈶　

近海堆横物

ドレツジ

横断面

���

�㌮��

Eユ38.41'

�　

近海堆積物

ドレツジ

㈮�

横断面

�䑓�

��〰�

皿14㌍00'

��　

トロｰル

3cmの殻

横断面

J卵1I-21

��㈹�

���㌭

��　

褐色粘土

柱状

2.5×1Xユ

全体

噩琴㌷　

串���

E15ゲ仏'

��　

褐色粘土

トロｰル

1～5

全体

噩琴㌶�

串�〴�

Eユ60㍗6'

���

珪質漁泥

印潯�

1～6

奩琴㌵�

串㌮��

E17昨8'

���

褐色粘土

印潯�

1～5

外皮

����

丱㌰㌷�

Eエ26027'一

��　

褐色粘土

電話線施設

90×90Xユ20

㈮�

外皮1cm

噩琳��

N15632'一

E1割｡30{

��　

Viセ3899

丱�〰�

��〴㌧

��　

褐色粘土

トロｰル

1～2.5

噩琳��

丱���

】E1155059'

��㌀

褐色粘土

印潯�

ユ.5～6

4｡皿の瘤

���

丱爵�

��〵�

1500～2100

ドレツジ

5cmの殻

分析結果��������������

'A』03�1,04�6.6�2.27�0.6�1.17�n.9�7.2�3.65�4.98�5.7�4.09�8.幽�5.23�O.9

Si02�6.09�39.6�0.86�O.5�7.0�56.5�17.5�13.ユ0�12.97�14.0�13.58�26.61�13.31�3.6

P�一�■�一�一���一�������

�����一�一��一�O.17�0.164�一�O.21�O.17�一

K�ユ.27�i�O.5�O.6�一�i�O.5�O.幽�一�0.38�0166�･�一�0.2

���〉�������㈮������㈮����������������

���〉�㈸����〰������������〉������������

M11�33.9�7.8�37.0�12.6�19.8�1.9�工2.2�22.5�2012�14.9�14.2�5,05�17.2�19.5

Fe�7.8�12.4�0.6�O.77�工3.9�i1.8�工4,0�u.3�u.9�ユ8.40�ユ9.5�ユ9.0�ユ4.4�エユ.5

Co�0.41�0.48�0.092�0.006�0.29�0.01�0.14�0.47�0146�0.29�一�一0.08�O.53�1.05

�����㈰������������������㌉�㈲����〵��㌉��

Cu�^�O.21�O.010�0.007�0.10�0.07�O.27�`�一�0.17�一�一�一�0.11

zn�･�0.056�0.03�0.007�O.057�0.041�一�一�i�0.048�■�一�.�一

Sr�,�0.11�0.16�O.35�0.13�0.057�0.06�■�一�0.11�一�一�一�0.11

MO�･�0.㎝�O.022�⑰､舳�0.048�0.000�0.03�■�･�0.037�^�一�一�0.039

Ba�0.92�0.30�1,5�0.59�0.72�0.05�0.10�一�一�0.58�■�`�一�0,15

Pb�一�O.13�0.05�0.015�0.15�0.08�0.06�一�一�0.18�一�一�一�0.15

H20�i5.50�1工.0�一�6.6�11.7�5,3�一�一�一�21.4�21.66�一�一�一

L.O.I.�一�一�16�一�･�一�23.0�20.59�27.00�一�一�20､工7�27.72�鎚.5

記�スコリヤコｰ��コルドバｰク1����コルドバｰグ�スコリヤ目一�スコリヤヨｰ��スニリヤ=1一�スコリヤコｰ�スコリヤコｰ�コルドパｰク

�ワ等(1962)��メナｰド����メナｰド�ワ等(1962)�ワ等(1962)��ワ等(1962)�ワ等(1962)�ワ等(1962)�メナｰド

���(1960)����(エ960)�������

換算値��������������(工960)

��㌮�����㌉�������㈱��㈮�㌶���㌉㈳���㌉㌲����

Fe�ユ0.1�29.0�0.75�3.0�19.7�45.0�24.0�21.4�21.6�31.2�32.2�41.5�26.8�16.9

Co�0.53�1.12�O,11�O.023�0.41�0.004�0.24�0,89�0,83�0.49�一�O.i8�0.98�1.54

Ni�O.別�0.47�01063�0.16�0.54�0.46�0.70�0193�O.96�0.37�0.64�0.11�O.61�0.62

Cu�一�0.49�0.012�0.028�0.11�O.27�O.46�一�一�O.29�■�一�一�0.16

Pb�一�O,ユ3�0.062�O.059�0.08�0.15�0.ユO�一�一�O.3ユ�一�一�･�O.22

ω化学分析もX線螢光分析も同じ状伜に乾燥した試料を使用した他の研究者に委託した分析は下

記の手法で行なわれた

コルドバｰグとメナｰド(1960)X線発光分析法

スコリヤコｰワ等(1962)湿式分析法と比色法

燐分析は湿式分析法で行なった

コルドハｰグ

121一印のものは分析しなかったもの

倒此0は2時間200度の空気乾燥した試料から求めた

141L.O-I.強熱減量は1時間で1100叩窒気乾燥して求めた

151換算値はSi02･A1203･恥O･CaC08の各項が5%以上となったものを岩層物から供給されたと

考え除外して算出した

冒�
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策3表太平洋におけるマンガン瘤の地域的特性としての金属含有換算値とその構成比率

換算値121構成比

二

最高

A最低

平均

㌵�㌹����������㈵

7,619.70.⑪60,080,070.0470.22

㈱�㈦㌰�����㈰����

���〵���

㌰�㈱��㌷

�������

最高ω

AD最低

平均

22･326.40･690,300,430,280.85

�����㌸

最高

B最低

平均

��㌮��〰�㌰�㌰����

�������〶��㌰�〶��

��㈮㌰���㈶���〴���

���〰���

�����

㌵�㈮㈰〳���

最高

BC最低

平均

50,413.50,362.亘81,400,129.87

�����������〳���

���������〴��〴��

��㌮㌶��㈱�

��㌳㌱�㈳�

㈸������〳

最高

C最低

平均

違5,325.80,752,372,920,526.21

���㌰�������〴���

㌳����㌹������㈮�

�������

������

㈳�㈶���　

最高

CD最低

平均

㌸�㈴��㈲������㌮�

㈳��������㌴�〴��

31.7工7.50,691,451,090,291.96

�������

������

㈵�㈰����

最高

D最低

平均

33･227･42,090,970,390,411.84

㈰������㌷������

28･522.61,210,660,210,301.31

��㈳㈶�㌹

㈷����

�����㈲

全域緒果

最高

最低

平均

��㌹�㈬�㈬㌷㈬�����

����〰������〰���

㌲�������������

���〰���

��㈱���

�������

ωAD地域の試料採取点は1地点

121換算値は166地点から採取した試料の16元素についての分析結果から珪酸･アルミナ曲水および炭酸カルシウムがそれぞれ5%を越した場合に

そのものが含まれた核または岩層物から供給されたものと考えそれらを除去レ改めて各元素の構成数値を求めたもの

淳

堕Hlj､試料価取地111

灘表胸部付逝試料採取地111

へ飯山､.式料

�伽,〃�幸一･����

�･多=''�#一川…I,､/パ…⊥�･'一1㌔､≒㌔�'��

60｡∠'������

儿���

50｡■�一'.�､･一'忠雫�＼＼���

■､･一40)■耽.､､一!一､乏/舳1茎.国芒.ρ4趾四一.一■'一■■…一'■■川H'■句咀･国副D一昼ム■κ90,150,180｡�C-1�㌧����

��＼����

■],������

�国�陶A-1､一■÷�＼㌔���

�し�＼＼����

�一一�国BA1〕一1“＼一`一18一一一一一一一一十一一＼一一一･･����

�国画含�坤壷｡����

�圃�����

�一�����

�画Oo�8120｡�A･2���

■�1�����

�8�C･2�鮒国6ぴB･2�0｡��

�㌔画�画�圃｡���

＼�ll,C二3�国�8�BC-21�㌔�10｡

I■I一'■.I■■■■＼�･'一■一一.'I一�''●o�'�_.'''一里_��

咽･3�.一一.伽�����

＼�ビ�国.�ζ�吻｡��

�A-3�晃�6�国.･'��

〇一������

㌔�･回6�!�一･一47���

鋤舳逝淋燃取地点������

海山､試料�＼=.､一一一$..�一一'一'.｡.����

��吻｡�物｡そ｡.1､火ホ鳴㍑珪���

皿■…』''■'一�が拠縮尺�����

第2図

太平洋域における鉄マンガン酸化物の成

分特徴と分布範囲

この図は太平洋に賦存するマンガン瘤の

地域的性状分布を示した

･A地域のマンガン瘤は録分が高V･

･B地裁のマンガン瘤はマンガン分が商

い

･C地域のマンガン瘤はニッケル分が高

レ･

･D地域のマンガン瘤はコバルト分が高

v､

また図上には分析したマンガン瘤の採取

地点を記入してある(Mero;The

㎜inerolregourcesofthe3eaより

引用)�
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%･Fe2.3%･CoO.055%･Ni0.26%･Cu0.14%･Pb

0,047%とたる.一般にマンガン分の高い地域の鉄マ

ンガン酸化物はコバルト･ニッケノレ･鋼等の含有率が低

くその生成が非常に急速に形成されたものと考えられる.

日本近海は一応前記A地域となるが新野弘は1959

年に本州南東沖から高マンガン含有率を示すマンガン瘤

の存在を報告し海底から湧き出すマンガン分の高い泉

からの急速な沈澱･形成と考察した.その場所は富士

火山帯に属すると思われる水深114㎜の浅海域であり

存在する鉄マンガン酸化物は炭酸カルシウム分が比較的

高率であり珪酸とアノレミニウム含量が異常に低いこと

を除外して他のB地区からの鉄マンガン酸化物の構成

と全く同様である.

C地域(ニッケル･銅高品位地域)

本地域に存在する鉄マンガン酸化物はMn/Fe比が1

～6の範囲で平均は2.1と比較的に安定しており

Ni/Cu比は他の地域のものより小さい数値となる.ま

たその換算値から見た各成分の平均数値はMn33.3%

･Fe17.7%･Co0.39%･Ni1.52%･Cu1.13%Pb

0.18%どたりCu含有量はNi含有量より広い数値範囲

と怒る.

巫地域(コバルト高品位地域)

本地域は太平洋の中央部の地形的に高位の地帯に当

り鉄マンガン酸化物は他の地域に比べてコバルトの

含有率が高く鉛と銅の含有率がとくに低い.

本地域の鉄マンガン酸化物の分析結果から算出された

換算数値はMn28.5%･Fe22.6%･NiO.66%･Cu

0.21%･Pb0,30%となりCoは1.21%である.

変移帯

第2図のA･B･C･Dの各地域間の境界部には漸移

帯の存在カミ予想され分析結果からもそれと思われる

ものも認めたが今回はそのものをどちらからの地域に

含めて処理した.

以上海底に賦存する鉄マンガン酸化物についての一

端を述べたカミこれらはおもに

JOHNL.MELO(1965)THEMINERALRESOU･

剃�但呈���

H･W.MENARD(1964)MARINEGEOLOGYOF

呈����

の2資料中から紹介したものである.

彼らは鉄マンガン酸化物の調査研究結果を述べたあと

にその賦存鉱量と金属含有量を試算し共に現在の年間

使用金属量の1000倍以上の数値を算出している.

またMENARDはそのしめくくりとして陸上の鉱

産資源に乏しく海洋国の実力と高度の工業水準を有

する目･英両国の内のどちらかがこれら海洋鉱産資源

開発の先導者となることを予測しMEROは彼自身カミ

先導者となり数種の採掘法を考案･発表し採掘と採

掘法の現実性,･可能性を力説している.

おわりに

これらの資料により日本近海に賦存する鉄マンガン

酸化物は一応鉄分の高い部類に属しマンガンと鉄の

含有品位カミそれぞれ15～20%内外と在ると示されたが

しかしとくに日本近海の一部水深200m内外の浅海

域にマンガン分40%内外と高品位のものが賦存すると

明記されていることはとくに注目にあたいするものと

考えられる.今後海底の鉄マンガン酸化物について

はその実態把握のための調査研究を着実に実施すると

共にその賦存状態に適庵した採掘技術とその鉱石に

適応した選鉱･精錬方法の検討と確立が必要である.

これまでに国内で海洋鉱産資源を取り扱ったものとし

ては製塩･砂鉄･砂ガｰネット･骨材･石炭･石油･

天然ガス等と小数のものに限定されその規模も小さ

いものが大半であった.

海水中に溶存する金属･非金属資源海底新期堆積物

に賦存する砂鉱1泥質鉱物資源海底基盤岩層中に存在

する金属･非金属および燃料資源等と多くの海洋鉱産

資源の活用は経済の発展･生活福祉の充実に大きく影

響を与えるものと考えられる.これらの状況から海

洋鉱産資源調査研究およびその検討基礎となる海洋地質

部門の調査研究を早急に推進する必要がありその体制

の充実を期待してこの紹介を終る.

(繁者は鉱部床)

えびの地麗予察調査速報(その2)正誤表

頁�欄�行�誤�正

3�左�図2�昭和43年3月25目O時21分�昭和43年3月25目OO時21分

4�右�21�約10㎞�約40km

6�右�20�吉町一�吉松一

8�右�8�震度分布�震源分亦

12�右�11�地震記録誌上�地震記録史上

14�右�図12��(久野久)を加える

〃�〃�27�日向灘の強震に�日向灘の強震は

16�左�32�それなくしては�それにしては

17�左�4�温度勾配(αTld㎜)�温度勾配(αT/αm)

〃1'�〃�9�熱伝導率には�熱伝導率は

〃■■■�右�15�原囲温泉�原口温泉

18■■■■■�右�3�酸化されて�分解されて�


